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健幸でともに支え合うまちを目指す取り組み

①社協地区（原田生活支援コーディネーター、★担当地区：
　上清戸・中清戸・下清戸・元町）
▶社協地区第2層協議体「いきいき会議in上清戸・中清戸・
　下清戸・元町」
　月に1回、きよせボランティア・市民活動センターやコ
ミュニティプラザひまわりに約15人のメンバーが集まっ
て、地域の支え合いづくりを話し合っています。メンバー
である地域住民などが参加型で話し合いながら地域の困り
事の解決方法を考え、「安心して最期まで生活できる地域」の実現を目指
してアクションを起こしています。
▶愛夢×たんぽぽ 健康麻雀（平成31年3月～）
　「自宅を開放し、集いの場をつくりたい」という住民、「健康麻雀で地域
を元気にしたい」というNPO。2つの想いがマッチし、市内初!?　の自宅を
開放した健康麻雀の集いの場ができました。

②信愛地区（森生活支援コーディネーター、★担当地区：松
　山・竹丘・梅園・野塩）
▶信愛地区第2層協議体「きよせエンジンin松山・竹丘・梅
　園・野塩」
　平成30年１０月に信愛地区第２層協議体（通称：きよせエン
ジン）が始まり、約１５人のメンバーが集まっています。

協議体と生活支援コーディネーターの取り組みを
各生活支援コーディネーター（第2層）が紹介！

　新しい仲間を募集したい地域活動団体と市内で活動したい人とを繋
ぐ、マッチングイベントを開催します。マッチングの方法は、ブース出
展やステージ発表、一緒に体験などさまざまな方法を用意しており、団
体の魅力が伝わる方法で実施できます。詳細は下記へお問い合わせくだ
さい。 日令和２年３月２８日㈯【出展申込み締切】１２月１３日㈮
 申 問きよせボランティア・市民活動センター☎042-491-9027へ

初開催!!　清瀬でマッチングイベント

　人生１００年時代。多くの方が元気で充実した生活を
送りたいと思っていると思いますが、外出する際の交
通手段や買い物の際の荷物の運搬、重い家具の移動、
集積所までのごみ捨てなどで困っていませんか？
　自分で抱え込むわけではなく、また、人に任せきり
にするわけでもなく、自分の力や周囲の力、民間企業
などのサービス、制度などをうまく活用する
ことで、自分らしい暮らしの実現に近づいて
いくと言われています。
　高齢になっても暮らせる地域について、協
議体で話し合ってみませんか？　協議体のこ
れまでの活動については、社会福祉協議会の
ホームページをご覧ください。
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　最初は「なんのために集まったの？」という話が出ていましたが、きよ
せエンジンで議論するテーマが「地域の交流の場を作る、地域のつながり
を作る！」に決定したことで、みんなが一体となり、話に盛り上がりを見
せています。
　先日は、「みんなで何かを成し遂げよう！」そして、「得た資金でつなが
りを作るグッズ（のぼり旗など）を作ろう！」ということで、清瀬療護園の
祭りにかき氷店を出店しました。学生ボランティアの力も借り、みんなで
盛り上がっています。
▶きよとれ学校　竹丘校（平成31年１月～）
　自治会の皆さんとの意見交換会で出た「運動の場があったら、いいのに
～」という課題から信愛オリジナルの介護予防体操を作りました。
　当初13人程のスタートでしたが、今では毎回20人近い方が2週間に1度
の「きよとれ」を楽しみにしてくれています。10月末より野塩地区でも開
始し、梅園地区でも立ち上げたいと検討中です。

③清雅地区（鈴木生活支援コーディネーター、★担当地区：
　中里・下宿・旭が丘）
▶清雅地区第2層協議体in旭が丘団地「旭が丘みんなのサロ
　ン」
　平成30年5月より旭が丘地域を中心とした「意見交換会」
で話し合いを重ね、旭が丘地域第2層協議体ができました。
中心となるメンバーは8人です。協議体のなかで話し合い、
地域の誰でも気軽に立ち寄れるサロン「旭が丘みんなのサ
ロン」を開始することになりました。
　旭が丘みんなのサロンは、旭が丘
団地集会所で、毎月第4金曜日の午後
に活動しています。サロンのなかで
講演会やお楽しみコーナーがあり、
平均して30人ほどの地域の方がおし
ゃべりしたり、趣味活動に参加して
います。皆さんもいかがですか？
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協議体と生活支援コーディネーターが活躍中です!

　生活支援コーディネーター、市民、
自治会・町内会、民生•児童委員、
NPO・ボランティア、行政や社会福
祉協議会など多様な主体がメンバー
となって話し合いを行います。

協議体とは？
・第1層…市域全体
・第2層…下記「★マーク」の地区

第1層・第2層とは？

社会福祉協議会☎042-495-5333
または各地域包括支援センター

問合せ協　議　体

　協議体と協力しながら、自分たちのまちをより
良くしていくために、地域のさまざまな活動をつ
なげたり、組み合わせたりしていく調整役です。

生活支援コーディネーターとは？

　既にある助け合い活動など地域の情報を共有した
り、高齢になっても支え合うためにはどのような地域
にしたらよいかなどを話し合ったりします。そのなか
で活動同士のつながり、見守り活動、趣味や体操など
による居場所づくりなど、その地域ならではの支え合
いの仕組みづくりをできる範囲で考えます。

何を話すの？
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